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卒業研究審査会の概要作成における体裁的研究



＊＊分野　○○研究室　00T001　香川　太郎



余白25mm程度





　　論文題目　(センタリング，ゴシック，16ポイント程度)





1行あける





分野名　研究室名　学籍番号　氏名(右寄せ，10.5ポイント程度)





1行あける





このように番号とページ数を記載すること





14T400－P1





1段当たり，42行，24字程度を目安とする





余白25mm程度





段間をあける





余白


20mm


程度








余白


20mm


程度











はじめに





　２ページで論文の概要をまとめること．





従来研究


　本文の記載範囲は，ここに示された点線枠内を基本とし，2段組で原稿を作成すること．本文の文字の大きさは10ポイント程度とする．また，読みづらくならないように，適切な行間・字間をとること．　　　　　　
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図1　図表などを挿入しても良い








